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〜   にあてはまる数または式を記述解答用紙の所定欄に記入せよ. 

 

(1) 𝑚, 𝑛を正の整数とする. 𝑛	次関数 	𝑓(𝑥)	が, 次の等式を満たしていると

き,𝑓(𝑥) =		    である.  

 	(𝑥 − 𝑡)!"#𝑓(𝑡)𝑑𝑡 = {𝑓(𝑥)}!  

 

(2) 整数	𝑎, 𝑏, 𝑐, 𝑑	は, 次の条件(ⅰ),(ⅱ),(ⅲ)を満たしている. 

(ⅰ)  3 ≦ 𝑎 < 𝑏 < 𝑐 < 𝑑 

(ⅱ)  𝑎 − 𝑑, 𝑏 − 𝑐	は	3	の倍数 

(ⅲ)  𝑐$ − 𝑏%は	3	の倍数ではない 

このとき, 𝑎 + 𝑏 + 𝑐 + 𝑑の最小値は  である. 

 

(3) 次の条件(ⅰ),(ⅱ)を満たす実数	𝜃と数列 {𝑎&}	を考える. 

(ⅰ)  0 < 𝜃 < 𝜋
2	, 𝑎# = tan𝜃, 𝑎'('( = 0 

(ⅱ)  すべての正の整数 nに対して,	𝑎& ≠
!

"#$%
,	𝑎&)# =

"#$%&'!
!('! "#$%

 

このとき, 𝜃の最小値は  である. 

 

(4) 四面体 OABCにおいて, cos∠AOB＝ 
#
$
	, cos∠AOC＝-	13	であり, 面 OABと

面 OACのなす角は	𝜋2	である.  

このとき, cos∠BOC＝  である. 
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𝑎, 𝑏	を実数とし, 𝑥	の	2	次関数	𝑓(𝑥)	, 𝑔(𝑥)	を 

𝑓(𝑥) = 𝑥' + 𝑎𝑥 + 𝑏,					𝑔(𝑥) = 4𝑥(1 − 𝑥)																																																																															 

とする. 次の設問に答えよ. 

(1) 𝑔(𝑥) = 𝑥となる	𝑥	の値をすべて求めよ. 

(2) 次の条件(＊)を満たす	𝑓(𝑥)	をすべて求めよ. 

(＊) 0 < 𝛼 < 1
2	である実数	𝛼	が存在して,  

	0	以上のすべての整数	𝑛	に対して, 𝑓(𝑔&(𝛼)) = 𝑔&(𝛼)となる. 

ただし, 𝑔((𝛼) = 𝛼,			𝑔&)#(𝛼) = 𝑔@𝑔&(𝛼)A			(𝑛 = 0, 1, 2, ∙	∙	∙)とする. 

 

{𝑥&}	を数列とする. 1 ≦ 𝑘 ≦ 𝑙である整数	𝑘, 𝑙	に対して, {𝑥&}の第	𝑘	項から第	𝑙	項まで

の平均 
!

)(*(!
      を, 𝑚(𝑘, 𝑙)と表す. 

数列	{𝑥&}	に対して, 次の条件(＊)を満たす	1	以上	100	以下の整数	𝑡	全体の集合を

𝑆({𝑥&})とする. 

  (＊) 1 ≦ 𝑘 ≦ 𝑡	であるすべての整数	𝑘	に対して, 𝑚(𝑘, 𝑡) ≧ 40 

次の設問に答えよ.  

(1) 数列	{𝑥&}	が, すべての正の整数	𝑛	に対して, 𝑥& = 𝑛であるとき,	𝑆({𝑥&})の要素の

個数を求めよ. 

(2) 1 ≦ 𝑘 ≦ 𝑙 ≦ 100である整数	𝑘, 𝑙	が, 次の条件(ⅰ), (ⅱ)を満たすとする. 

(ⅰ)  𝑘 ≠ 1	のとき, 𝑘 − 1 ∈ 𝑆({𝑥&}) 

(ⅱ)  𝑘 ≦ 𝑗 ≦ 𝑙	であるすべての整数	𝑗	に対し, 𝑗 ∉ 𝑆({𝑥&}) 

このとき, 𝑚(𝑘, 𝑙) < 40	であることを示せ. 

(3) 数列	{𝑥&}	が,すべての正の整数	𝑛	に対して,0 ≦ 𝑥& ≦ 100であり,𝑚(1, 100) ≧ 50で

あるとき,	𝑆({𝑥&})の要素の個数の最小値を求めよ. 

 

〔以  下  余  白〕 
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